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べ二マシコ

｢
民
宿
｣
今
･
昔
･
こ
れ
か
ら

秋
の
収
嬢
が
終
る
｡
ア
ル
プ
ス
か
ら
の
吹
き
お
ろ

し
は
日
増
に
強
ま
り
､
葉
を
落
し
た
木
々
が
寒
々
と

ふ
る
え
で
い
る
｡

そ
し
て
或
る
日
周
囲
は
白
一
色
の
世
界
に
な
る
｡

ス
キ
ー
シ
ー
ズ
ン
の
到
来
で
あ
る
｡
住
民
三
百
余
名

の
こ
こ
栂
池
高
原
は
一
夜
あ
け
れ
ば
人
口
は
住
民
の

約
五
十
倍
に
ふ
-
れ
あ
が
る
｡

十
数
年
前
の
栂
池
で
は
考
え
ら
れ
な
い
光
景
で
あ

る
｡
当
時
は
川
内
部
落
の
茅
葺
屋
根
の
宿
に
数
百
人

程
の
お
客
が
入
り
'
徒
歩
で
鐘
の
鳴
る
丘
へ
通
っ
た

の
で
あ
る
｡

リ
フ
ト
は
一
基
も
な
-
､
新
雪
の
あ
と
に
は
ノ
ウ

サ
ギ
･
キ
ッ
ネ
･
テ
ン
や
ク
マ
の
足
跡
が
､
-
っ
き

り
と
朝
日
に
浮
び
'
地
元
の
ハ
ン
タ
ー
は
浮
足
だ
っ

た
も
の
で
あ
る
｡

そ
れ
が
現
在
で
は
'
リ
フ
ト
二
十
数
基
`
ま
た
へ

近
々
ロ
ー
プ
ウ
エ
イ
の
架
設
も
実
現
さ
れ
る
こ
と
に

在
っ
て
い
る
｡

部
落
の
人
々
は
す
べ
て
高
原
に
上
り
､
県
内
外
の

人
々
も
含
め
れ
ば
､
民
宿
数
は
百
数
十
戸
を
数
え
る

民
宿
と
は
い
え
､
設
備
は
一
般
旅
館
と
何
ら
変
り
が

な
い
｡
そ
れ
ば
か
り
か
､
一
流
ホ
テ
ル
並
に
変
っ
て

ゆ
-
気
配
さ
え
あ
る
｡

都
会
で
は
今
日
然
の
大
切
さ
が
さ
か
ん
に
叫
ば

れ
て
い
る
一
方
で
'
そ
の
都
会
人
が
設
備
の
よ
り
整

っ
た
宿
を
求
め
'
ス
キ
ー
場
も
ア
ル
プ
ス
の
中
腹
か

ら
頂
上
へ
と
､
赤
く
地
肌
を
の
ぞ
か
せ
た
大
ス
ロ
ー

プ
に
集
中
し
､
シ
ュ
プ
ー
ル
を
え
が
く
こ
と
を
望
ん

で
い
る
｡

昔
を
が
ら
の
い
ろ
り
を
囲
む
宿
は
､
必
然
的
に
消

え
ざ
る
を
え
な
い
｡

経
営
す
る
立
場
に
な
る
と
､
お
客
本
位
に
改
築
･

新
築
を
余
儀
を
く
さ
れ
る
｡

そ
れ
に
並
行
し
て
'
是
非
問
題
は
別
と
し
て
'
ス

キ
ー
場
の
開
発
が
求
め
ら
れ
る
｡

ス
キ
ー
ヤ
ー
の
あ
-
こ
と
の
な
い
欲
望
が
､
ス
キ

ー
場
を
奥
へ
　
-
　
と
進
め
て
い
る
観
も
あ
る
｡

こ
れ
か
ら
の
民
宿
､
ど
こ
ま
で
エ
ス
カ
レ
ー
ト
す

る
の
か
見
当
が
つ
か
な
い
｡

(
小
谷
村
栂
池
高
原
ロ
ッ
ヂ
経
営
　
概
況
泊
)
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競請請ど山

信
州
の
高
山
蛾

三
〇
〇
〇
m
級
の
山
は
飛
騨
山
脈
に
四
峰
､
赤
石

山
脈
に
四
峰
で
全
国
の
三
分
の
二
を
占
め
､
二
〇
〇

〇
m
以
上
の
山
が
一
五
〇
座
近
-
あ
る
｡
信
州
が
高

山
昆
虫
の
豊
庫
と
い
お
れ
る
の
も
当
然
で
あ
ろ
う
｡

信
州
の
高
山
に
す
む
昆
虫
の
う
ち
で
ミ
ヤ
マ
モ
ン

キ

チ

ョ

ウ

へ

　

ミ

ヤ

マ

シ

ロ

チ

ョ

ウ

､

ク

モ

マ

ツ

マ

キ

チ

ョ

ウ

'

タ

カ

ネ

と

カ

ゲ

､

ク

モ

マ

ペ

ニ

ヒ

カ

ケ

､

オ

オ

イ

チ

モ

ン

ジ

､

コ

ヒ

オ

ド

シ

､

タ

カ

ネ

キ

マ

ゲ

ラ
セ
セ
リ
､
ヤ
リ
ガ
タ
ケ
シ
ジ
ミ
を
ど
高
山
チ
ョ
ウ

一
〇
種
が
県
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
た
の
は
昭
和

五
〇
年
二
月
で
あ
っ
た
｡
同
じ
り
ん
題
目
で
あ
り
な

が
ー
皇
向
山
蛾
の
方
は
と
-
に
採
集
禁
止
の
措
置
が
と

ら
れ
て
い
を
い
｡
こ
れ
は
､
チ
ョ
ウ
と
ち
が
い
蛾
の

採
集
マ
ニ
ア
が
き
わ
め
て
少
な
い
た
め
で
あ
る
｡

チ
ョ
ウ
の
種
類
に
-
ら
べ
て
蛾
の
そ
れ
は
き
れ
め

て
多
い
｡
従
っ
て
､
高
山
特
有
の
蛾
も
ず
っ
と
多
い

害
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
た
｡
と
こ
ろ
が
､
だ
ん
だ
ん

と
調
査

が
す
す

宮

　

田

濾

わ
か
っ
て
き
た
｡

以
下
､
長
野
県
を
中
心
と
し
た
本
州
中
央
高
地
帯

の
高
山
蛾
に
つ
い
て
解
説
す
る
｡

中
央
高
地
帯
固
有
の
蛾

中
部
高
地
の
標
高
お
よ
そ
二
三
〇
〇
m
以
上
の
ハ

イ
マ
ツ
帯
に
産
す
る
蛾
を
真
正
高
山
蛾
と
よ
ぶ
｡
こ

れ
に
は
次
の
よ
う
な
種
類
が
知
ら
れ
て
い
る
｡

ヤ
ツ
ガ
ダ
ケ
ヤ
ガ
　
A
n
w
l
h
e
s
(
　
A
n
o
n
o
g
y
n
a
)

y
a
l
s
u
g
a
d
a
k
e
a
n
a
 
M
A
T
S
U
M
U
R
A
 
l
R
l
<
H

に
杉
谷
岩
彦
氏
が
八
が
岳
で
採
集
さ
れ
た
の
が
初
め

で
あ
る
｡
産
地
は
八
が
岳
連
峰
青
年
小
屋
･
編
笠
岳

･
雪
科
山
･
黒
百
合
平
､
南
ア
ル
プ
ス
､
妙
高
山
塊

火
打
山
な
ど
(
二
四
〇
〇
m
付
近
)
｡
本
種
は
ア
ル

プ
ス
ヤ
ガ
に
似
て
い
る
が
'
麹
の
色
調
が
黄
褐
色
を

呈
し
､
腎
状
紋
の
中
心
に
暗
色
点
を
現
わ
さ
な
い
｡

妙
高
山
塊
の
も
の
は
麹
が
赤
味
を
帯
び
て
い
る
と
い

う
｡
本
年
は
白
馬
大
池
で
記
録
さ
れ
た
｡

ア
ト
ジ
ロ
ア
ル
プ
ス
ヤ
ガ
　
A
n
w
i
h
e
s
 
s
i
n
c
e
r
h
C

に
冨
R
-
C
干
S
c
に
>
F
F
E
R
本
種
も
ア
ル
プ
ス
ヤ
ガ
に

似
て
い
る
が
､
ず
っ
と
小
さ
-
'
前
麹
は
う
す
い
銀

灰
色
で
､
環
状
紋
は
中
心
に
暗
色
点
が
な
い
｡
後
麹

は
一
層
白
色
で
あ
る
｡
一
九
六
六
年
に
神
保
一
義
氏

に
よ
っ
て
南
ア
ル
プ
ス
白
根
御
池
(
二
三
〇
〇
m
)

か
ら
初
め
て
報
告
さ
れ
た
種
で
あ
る
が
､
ま
だ
他
の

山
岳
か
ら
は
発
見
さ
れ
て
い
な
い
｡
欧
州
･
北
米
の

極
地
に
産
す
る
蛾
で
あ
る
と
い
う
｡

タ
カ
ネ
モ
ン
ヤ
ガ
　
A
n
a
l
h
e
s
 
w
o
c
k
e
i

で
ー
o
s
c
H
t
.
E
R
北
ア
ル
プ
ス
蝶
が
岳
(
二
六
六
四
m

)
　
で
神
保
一
義
氏
が
一
九
五
三
年
に
採
集
さ
れ
た
の

が
初
め
で
､
続
い
て
一
九
五
六
年
に
は
春
田
俊
郎
氏

が
三
ツ
岳
(
二
八
四
五
m
)
　
で
採
集
さ
れ
た
｡
当
時

は
ま
た
半
角
が
判
明
せ
ず
A
n
a
l
h
e
･
s
 
s
p
.
と
し
で
扱

わ
れ
て
い
た
｡
一
九
六
五
年
に
杉
紫
郎
氏
に
よ
っ
て

表
記
の
学
名
が
当
て
ら
れ
た
｡
北
ア
ル
プ
ス
以
外
で

は
八
が
岳
連
峰
横
岳
(
二
四
七
三
m
)
と
硫
黄
岳
(

二
七
四
二
m
)
で
得
ら
れ
て
い
る
｡
(
写
真
-
)

タ
カ
ネ
ハ
イ
イ
ロ
ヨ
ト
ウ
　
M
a
n
e
s
l
r
a
 
g
L
a
u
c
a

国
旨
孟
R
　
前
週
は
紫
灰
色
で
強
-
暗
色
鱗
を
も
つ
｡

春
田
俊
郎
氏
に
よ
っ
て
北
ア
ル
プ
ス
の
尾
根
地
帯
(

蝶
が
岳
'
常
念
岳
'
烏
帽
子
岳
､
針
ノ
木
岳
'
西
穂

高
岳
'
立
山
､
五
色
が
原
)
で
発
見
さ
れ
た
の
が
最

初
で
あ
る
｡
そ
の
後
､
燕
岳
(
二
七
六
三
m
)
､
御

岳
の
王
滝
頂
上
と
四
ノ
池
付
近
な
ど
か
ら
記
録
さ
れ

て
い
る
｡
本
種
は
二
四
〇
〇
m
以
上
の
ハ
イ
マ
ツ
帯

に
分
布
す
る
蛾
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
シ
ベ
リ
ヤ
で
も
山

岳
地
帯
に
産
す
る
最
も
極
地
的
な
種
の
一
つ
で
あ
る

と
い
わ
れ
て
い
る
｡

タ
カ
ネ
ヨ
ト
ウ
　
S
y
n
p
i
s
I
i
s
 
n
e
h
L
e
u
e
a

重
き
N
B
莞
C
丸
毛
信
勝
氏
は
一
九
二
九
年
八
月
二

日
に
中
央
ア
ル
プ
ス
駒
が
岳
二
一
九
五
六
m
)
で
採

集
し
た
本
種
を
タ
カ
ネ
シ
ロ
シ
タ
ヤ
ガ
の
和
名
の
も

と
に
記
録
し
て
い
る
｡
こ
の
和
名
が
示
す
よ
う
に
後

麹
に
白
色
部
が
多
-
､
小
型
で
は
あ
る
が
畳
飛
性
で

あ
る
た
め
､
飛
ぶ
と
き
は
き
ら
き
ら
と
渾
-
よ
う
に

美
し
い
｡
採
り
そ
こ
な
う
と
､
地
面
に
落
下
し
て
草

む
ら
に
も
ぐ
っ
て
し
ま
う
｡
御
岳
四
の
池
は
御
岳
火

山
の
中
で
最
も
大
き
く
湿
地
帯
と
な
っ
て
い
て
高
山

植
物
が
豊
富
で
あ
る
｡
こ
こ
は
夕
カ
ネ
ヨ
ト
ウ
の
多

産
地
で
､
八
日
上
旬
が
最
盛
期
で
あ
る
｡
今
ま
で
の

最
も
早
い
記
録
は
七
月
一
三
日
で
あ
る
｡
本
種
の
他

の
産
地
と
し
て
は
､
北
ア
ル
プ
ス
常
念
岳
,
乗
鞍
岳

･
中
央
ア
ル
プ
ス
駒
が
岳
､
南
ア
ル
プ
ス
仙
丈
岳
が

知
ら
れ
て
い
る
｡
ハ
イ
マ
ツ
帯
に
展
開
す
る
高
層
湿

原
に
生
活
し
､
星
間
敏
速
に
飛
び
ま
ね
る
｡
国
外
で

は
'
北
欧
地
方
∴
ン
ベ
リ
ヤ
北
部
､
カ
ナ
ダ
な
ど
の

沼
沢
地
帯
や
ツ
ン
ド
ラ
地
帯
に
生
活
し
て
い
る
｡
食

草
は
日
本
で
も
ガ
ン
コ
ウ
ラ
ン
で
あ
ろ
う
と
推
定
さ

れ
て
い
る
｡
(
写
真
2
)

ア
ル
プ
ス
ク
ロ
ヨ
ト
ウ
　
A
p
a
m
e
a
 
r
u
b
n
'
e
n
a

｢
R
E
-
｢
S
C
実
動
丸
毛
二
九
二
〇
)
に
よ
り
白
馬
岳

か
ら
記
録
さ
れ
た
の
は
本
種
で
は
を
-
ダ
イ
セ
ツ
ヤ

ガ
ら
し
3
.
北
ア
ル
プ
ス
で
は
烏
帽
子
岳
･
針
ノ
木
岳

･
立
山
･
五
色
が
原
･
西
穂
高
岳
･
乗
鞍
岳
･
中
央

ア
ル
プ
ス
千
畳
敷
･
御
岳
･
妙
高
山
塊
火
打
山
･
八

が
岳
へ
飯
豊
連
峰
な
ど
か
ら
得
ら
れ
て
い
る
｡

と
胸
背

の
餓
毛
が
灰
色
を
帯
び
'
腎
状
紋
の
白
色
部
が
｢
-

｣
の
字
状
に
曲
ら
ず
､
ま
っ
す
ぐ
で
あ
る
点
で
区
別

さ
れ
る
｡
学
名
は
未
定
で
あ
る
｡
ま
た
､
飯
豊
連
峰

か
ら
は
近
似
種
イ
イ
デ
ク
ロ
ヨ
ト
ウ
が
記
録
さ
れ
て

い
る
｡
ア
ル
プ
ス
タ
ロ
ヨ
ト
ウ
に
酷
似
す
る
が
合
交

尾
語
注
明
瞭
に
区
別
さ
れ
る
よ
う
で
あ
る
｡

な
お
へ
南
ア
ル
プ
ス
北
岳
に
ぼ
キ
タ
ダ
ケ
ヨ
ト
ウ

を
産
す
る
と
い
う
が
､
他
の
産
地
と
学
名
は
未
知
で

あ
る
｡

ク
ロ
モ
ン
ミ
ヤ
マ
ナ
"
(
シ
ャ
ク
　
X
a
n
l
h
o
r
h
o
e

r
l
u
c
!
W
苗
n
a
L
L
e
o
h
 
t
N
O
U
E

北
ア
ル
プ
ス
で
は
唐
松
岳
(
二
六
〇
〇
m
)
お
よ

び
西
穂
高
小
屋
(
二
四
八
〇
m
)
か
ら
記
録
さ
れ
て

い
た
が
､
近
年
､
南
ア
ル
プ
ス
白
根
御
池
二
三
一
〇

〇
砺
)
･
塩
見
岳
を
ど
か
ら
発
見
さ
れ
て
い
る
｡
他

の
産
地
は
今
の
と
こ
ろ
知
ら
れ
て
い
な
い
｡

サ
ザ
ナ
,
,
(
ナ
,
J
J
シ
ャ
ク
　
E
n
z
e
p
h
r
i
a
 
c
a
e
s
l
a
k
z

n
e
b
u
L
o
s
a
 
T
r
m
t
j
E
　
　
本
州
中
部
山
岳
地

帯
に
分
布
す
る
高
山
蛾
の
中
で
は
最
も
普
通
の
種
で

あ
る
.
丸
毛
　
二
九
三
四
)
　
は
⊂
i
d
a
r
I
J
a
 
c
a
e
s
l
a
ぎ

な
る
学
名
の
も
と
に
駒
が
岳
か
ら
記
録
し
て
い
る
｡

そ
の
後
､
中
央
ア
ル
プ
ス
で
は
'
千
畳
敷
･
宝
剣
岳
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上③

･
木
曽
放
題
･
槍
屋
岳
･
空
木
岳
･
前
岳
な
ど
で
得

ら
れ
て
い
る
｡
北
ア
ル
プ
ス
で
け
白
馬
大
池
･
八
方

尾
根
･
唐
松
岳
･
餓
鬼
岳
(
二
六
四
七
肌
)
･
燕
岳

･
常
倉
岳
･
西
馨
畳
･
上
高
地
･
乗
鞍
岳
･
御
岳
､

南
ア
ル
プ
ス
早
川
尾
根
･
仙
丈
岳
･
日
限
御
池
･

塩
見
岳
･
山
伏
峠
､
八
が
岳
連
峰
本
源
温
泉
三
〇

六
〇
m
)
･
硫
黄
岳
石
室
･
編
笠
山
青
年
小
屋
･
キ

レ
ッ
ト
小
屋
･
黒
百
合
平
三
一
〇
〇
m
)
･
北
棟

岳
･
首
科
山
樹
林
内
お
よ
び
加
賀
白
山
'
妙
高
山
塊

火
打
山
な
ど
が
主
な
既
産
地
で
あ
る
｡
上
高
地
で
は

夜
間
旅
館
の
窓
か
ら
飛
び
込
ん
で
-
る
し
､
乗
鞍
で

は
位
が
原
よ
り
上
部
を
歩
い
て
い
る
と
岩
か
げ
か
ら

飛
び
立
つ
の
は
ほ
と
ん
ど
本
種
で
あ
る
｡
成
虫
は
七

月
下
旬
か
ら
九
日
上
旬
に
わ
た
っ
て
み
ら
れ
る
｡
神

保
一
発
氏
に
よ
る
と
中
央
ア
ル
プ
ス
で
九
旦
五
日
､

南
ア
ル
プ
ス
で
は
九
月
一
四
日
に
採
集
さ
れ
た
の
が

晶
も
あ
そ
い
記
録
で
あ
る
と
い
う
｡
ま
た
､
同
氏
に

よ
る
と
本
種
は
幼
虫
越
冬
で
は
な
い
か
と
推
定
さ
れ

て
い
る
｡
御
岳
で
の
観
察
に
よ
る
と
､
本
種
の
幼
虫

は
日
没
後
夜
つ
ゆ
が
お
り
る
頃
に
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
科
の

植
物
に
は
い
あ
が
っ
て
-
る
｡
日
中
は
見
る
こ
と
が

で
き
を
い
｡

ウ
チ
ジ
ロ
ナ
ミ
シ
ャ
ク
　
L
J
y
s
s
1
1
0
m
a
 
I
r
u
n
C
a
･

ざ
　
H
u
F
N
A
G
E
L
　
常
念
小
屋
(
二
五
〇
〇
肋
)

で
採
れ
た
の
が
最
初
で
､
そ
の
後
､
西
穂
高
岳
､

御
岳
､
八
が
岳
､
中
央
ア
ル
プ
ス
千
畳
敷
(
二
六
〇

〇
m
)
･
木
曽
小
屋
(
二
九
〇
〇
m
)
､
南
ア
ル
プ

ス
北
岳
･
塩
見
岳
三
伏
小
屋
な
ど
か
ら
記
録
さ
れ

た
｡

ミ
ヤ
マ
チ
ビ
ナ
,
,
[
シ
ャ
ク
　
P
e
n
'
2
0
-
g
l
a
p
o
n
･

i
8
-
N
O
U
E
　
北
ア
常
念
小
屋
付
近
で
七
月

下
旬
に
得
ら
れ
た
の
が
最
初
で
あ
る
｡
そ
の
後
､
白

馬
尻
･
八
方
尾
根
､
南
ア
ル
プ
ス
白
根
御
地
'
群
馬

県
笠
が
岳
(
二
〇
五
六
m
)
で
記
録
さ
れ
て
い
る
｡

タ
カ
ネ
ッ
ト
ガ
　
C
a
l
o
p
l
r
i
a
 
h
a
l
u
t
a
i

o
K
>
2
0
南
ア
ル
プ
ス
の
荒
川
小
屋
(
二
六
〇
〇
m
)

か
ら
荒
川
岳
'
(
三
〇
八
〇
の
)
の
草
原
で
発
見
さ

れ
た
メ
イ
ガ
科
に
属
す
る
高
山
蛾
で
あ
る
｡
北
岳
で

も
夜
間
採
集
で
得
ら
れ
て
い
る
｡
同
じ
-
メ
イ
ガ
科

に
属
す
る
蛾
に
ウ
ス
グ
ロ
マ
タ
ラ
メ
イ
ガ
が
あ
る
が
､

常
念
小
屋
以
外
に
は
知
ら
れ
て
い
を
い
｡

タ
カ
ネ
ハ
イ
イ
ロ
ハ
マ
キ
　
(
,
t
e
p
S
i
s
 
n
o
n
Z
i
c
o
I

l
a
n
,
-
K
A
t
t
r
A
B
E
一
九
六
四
年
に
川
辺
源
氏
に
よ
っ
.

て
新
種
記
載
さ
れ
た
｡
既
産
地
は
立
山
の
弥
陀
が
原

･
五
色
が
原
･
針
ノ
木
岳
･
加
賀
白
山
で
あ
る
｡
乗

鞍
岳
･
常
念
岳
･
御
岳
･
八
が
岳
･
金
峰
山
に
産
す

る
個
体
は
小
型
で
暗
色
を
帯
び
る
｡
ハ
イ
マ
ツ
を
た

た
-
と
飛
び
立
つ
｡
(
写
真
3
)

右
の
種
以
外
で
ハ
イ
マ
ツ
帯
に
生
息
す
る
種
は
次

の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
｡

タ
カ
ネ
ベ
ニ
ハ
マ
キ
　
(
北
ア
ル
プ
ス
･
中
央
ア

ル
プ
ス
･
八
が
岳
･
奥
秩
父
金
峰
山
･
南
ア
ル
プ
ス

･
飯
豊
山
)
｡

中
央
高
地
帯
以
外
の

高
山
に
も
産
す
る
蛾

ホ
ッ
キ
ョ
ク
モ
シ
ャ
ガ
　
A
g
r
o
l
I
J
S
 
p
a
!
u
F

w
A
f
.
K
E
R
低
地
産
の
セ
ン
モ
ン
ヤ
ガ
に
よ
-
似
た

蛾
で
あ
る
｡
は
じ
め
赤
石
山
脈
の
北
岳
と
飛
騨
山
脈

の
白
馬
錨
で
発
見
さ
れ
た
と
き
は
､
こ
の
蛾
は
昼
飛

性
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
て
い
た
｡
そ
の
後
各
地
で

採
集
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
､
主
た
る
生
活
は
夜
間

で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
た
｡
私
が
白
馬
岳
で
得

た
の
も
､
村
営
小
屋
の
灯
火
に
飛
来
し
た
も
の
で
あ

っ
た
｡
そ
の
他
の
産
地
隼
人
方
尾
根
･
南
ア
ル
プ

ス
の
仙
丈

岳
･
農
鳥

小
屋
･
東

北
で
は
鳥

海
山
･
飯

豊
連
峰
･

朝
日
連
峰

･
北
海
道

な
ど
が
知

ら
れ
て
い

る
｡

タ
イ
セ

ツ
ヤ
ガ

A
S
a
～
h
e
s

l
n
t
P
e
r
i
ざ

暮
し
∞
N
巾
R

北
海
道
大

雪
山
で
最

初
に
発
見
さ
れ
た
の
で
こ
の
名
が
あ
る
｡
近
年
､
本

州
の
各
高
地
で
の
発
見
が
相
次
い
だ
｡
北
ア
ル
プ
ス

の
針
ノ
木
岳
･
五
竜
岳
･
乗
鞍
岳
･
中
央
ア
ル
プ
ス

･
御
岳
･
八
が
岳
･
南
ア
ル
プ
ス
仙
丈
岳
･
山
形
県

月
山
･
東
北
の
岩
手
山
･
飯
豊
連
峰
･
朝
日
連
峰
を

で
あ
る
が
､
本
州
に
お
け
る
巌
も
古
い
記
録
は
木
曽

殿
越
(
一
九
六
〇
年
佐
久
間
)
で
あ
る
｡

ア
ル
プ
ス
ヤ
ガ
　
A
n
w
l
h
e
s
(
A
n
o
n
o
g
y
n
a
)

s
p
e
.
i
o
s
a
 
H
t
j
B
N
E
R
　
高
山
蛾
と
し
て
は
普
通

種
｡
加
賀
白
山
か
ら
北
海
道
ま
で
分
布
す
る
が
､
今

の
と
こ
ろ
東
北
か
ら
は
発
見
さ
れ
て
い
な
い
｡
北
ア

ル
プ
ス
で
は
天
狗
原
･
白
馬
大
池
･
唐
松
岳
･
針
ノ

木
岳
二
一
俣
蓮
華
･
烏
帽
子
岳
･
常
念
岳
･
西
穂
高

岳
､
そ
の
他
の
高
山
で
は
御
岳
･
中
央
ア
ル
プ
ス
･

八
が
岳
連
峰
･
南
ア
ル
プ
ス
お
よ
び
北
海
道
な
ど
で

あ
る
｡
丸
毛
(
一
九
三
四
)
が
中
ア
の
駒
が
岳
濃
が

池
で
昭
和
四
年
に
採
集
し
た
も
の
に
コ
マ
ガ
タ
ケ
ヤ

ガ
の
和
名
を
付
し
て
い
る
の
は
本
種
で
あ
る
｡

ア
ル
プ
ス
キ
ン
ウ
ワ
パ
　
S
g
n
g
･
a
p
h
a
 
a
l
p
i
n
e

】
C
≡
N
O
S
E
北
海
道
･
東
北
･
本
州
中
部
の
高
山
に

分
布
す
る
蛾
で
あ
る
が
､
と
き
に
は
一
九
〇
〇
m
級

の
低
標
高
地
に
も
産
す
る
｡
色
彩
に
変
化
が
あ
る
の

で
､
ハ
イ
マ
ツ
帯
の
も
の
と
低
い
と
こ
ろ
に
産
す
る

も
の
と
は
将
来
分
け
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
｡
北
ア

ル
プ
ス
で
は
白
馬
大
池
か
ら
乗
鞍
岳
ま
で
広
-
分
布

し
､
そ
の
他
の
産
地
と
し
て
は
､
御
岳
､
･
中
央
ア
ル

プ
ス
･
八
が
岳
連
峰
･
浅
開
山
･
南
ア
ル
プ
ス
･
県

外
で
は
加
賀
白
山
･
谷
川
連
峰
･
群
馬
県
笠
が
岳
･

妙
高
山
塊
火
打
山
･
東
北
の
高
山
･
北
海
道
な
ど
で

あ
る
｡

シ
ロ
テ
ン
サ
ザ
ナ
,
,
(
ナ
ミ
シ
ャ
ク
　
E
n
l
e
p
h
l
I
J
a

a
n
p
L
J
･
c
o
s
l
a
 
t
N
O
U
E
北
海
道
と
本
州
中
部
高
山
に

分
布
す
る
前
記
サ
ザ
ナ
ミ
ナ
ミ
シ
ャ
ク
の
近
縁
種
で

あ
る
｡
一
見
サ
ザ
ナ
ミ
ナ
ミ
シ
ャ
ク
の
柴
化
型
の
よ

う
に
担
え
る
｡
北
ア
ル
プ
ス
湯
股
･
乗
鞍
岳
･
南
ア

ル
プ
ス
北
畠
･
荒
川
岳
･
八
が
岳
･
妙
高
火
打
山
･

北
海
道
大
雪
山
な
ど
で
得
ら
れ
て
い
る
｡
食
草
は
シ

ム
カ
デ
｡

ソ
ウ
シ
ク
ロ
オ
ビ
ナ
ミ
シ
ャ
ク
　
T
h
e
r
a
 
s
o
u
n
･

k
e
a
n
a
 
l
S
h
!
Z
u
k
a
･
J
N
･
o
u
E
　
ミ
ヤ
マ
ク
ロ
オ

ビ
ナ
ミ
シ
ャ
ク
と
よ
ば
れ
て
い
た
が
､
別
種
に
同
名

が
あ
る
の
で
､
佐
膀
九
大
氏
に
よ
っ
て
表
記
の
よ
う

に
改
称
さ
れ
た
｡
北
海
道
大
雪
山
の
も
の
は
　
T

s
o
u
n
k
e
a
n
a
 
M
a
～
S
.
で
､
さ
ら
に
千
島
に
は
別
亜

種
が
い
る
｡
北
ア
ル
プ
ス
白
馬
岳
･
西
聾
山
岳
･
乗

鞍
岳
･
御
岳
･
中
央
ア
ル
プ
ス
･
八
が
岳
連
峰
･
南

ア
ル
プ
ス
･
妙
高
山
塊
火
打
山
･
加
賀
白
山
･
谷
川

連
峰
･
西
吾
妻
山
･
群
馬
県
笠
が
岳
な
ど
に
産
す
る
｡

ア
ル
プ
ス
カ
バ
ナ
ミ
シ
ャ
ク
　
E
u
p
l
l
h
e
c
i
a

p
e
r
p
a
u
p
e
l
a
】
N
O
U
E
一
九
六
五
年
に
井
上
寛
氏

に
よ
っ
て
新
種
記
載
さ
れ
た
大
型
の
カ
バ
ナ
ミ
シ
ャ

ク
で
あ
る
｡
御
岳
､
乗
鞍
岳
･
蝶
が
岳
･
西
馨
山
岳
､

八
が
岳
,
南
ア
ル
プ
ス
､
中
央
ア
ル
プ
ス
'
妙
高
山

塊
火
打
山
,
加
賀
白
山
､
群
馬
県
等
が
岳
･
片
藤
沼
､

飯
豊
連
峰
､
鳥
海
山
な
ど
が
既
産
地
で
あ
る
｡

ハ
ス
ジ
ト
ガ
リ
ヒ
メ
シ
ャ
ク
　
S
･
o
p
u
L
a
 
i
･
h
～
n
o
I

s
a
w
n
a
 
M
A
T
S
U
L
J
U
R
A
　
北
海
道
､
荒
川
岳
､

駒
が
岳
､
鹿
島
檎
三
八
〇
〇
m
)
が
産
地
と
し
て

知
ら
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
｡

そ
の
他
､
小
蛾
瓶
で
は
ハ
イ
マ
ツ
コ
ヒ
メ
ハ
マ
キ

一
北
ア
ル
プ
ス
､
南
ア
ル
プ
ス
､
御
岳
､
早
池
畔
､

岩
手
両
)
､
タ
カ
ネ
ハ
マ
キ
夫
雪
山
､
浜
崎
､
北

ア
ル
プ
ス
)
-
､
ヽ
ヤ
マ
カ
ギ
パ
ヒ
メ
ハ
マ
キ
(
北
ア

ル
プ
ス
)
-
､
↓
ヤ
マ
キ
ハ
マ
キ
(
大
雪
山
､
北
ア
ル

プ
ス
)
'
タ
カ
ネ
ナ
ガ
パ
ヒ
メ
ハ
マ
キ
(
大
雪
山
､

白
馬
岳
)
な
ど
が
知
ら
れ
て
い
る
が
､
今
後
調
査
が

す
す
め
ば
分
布
範
囲
が
も
っ
と
広
が
る
も
の
と
思
わ

れ
る
｡お

わ
り
に

以
上
へ
高
山
蛾
に
つ
い
て
､
中
部
山
岳
地
帯
を
中

心
に
述
べ
て
き
た
が
､
亜
高
山
帯
特
有
の
蛾
も
ま
た

い

く

つ

か

い

る

｡

チ

ビ

ア

ト

グ

ロ

ナ

ミ

シ

ヤ

ク

､

モ

ン
ク
ロ
キ
イ
ロ
ナ
ミ
シ
ャ
ク
な
ど
が
そ
れ
で
'
撃
晶

山
域
と
も
よ
ば
れ
る
｡
私
が
こ
こ
に
真
止
高
山
蛾
と

し
て
あ
げ
た
も
の
の
中
に
も
'
将
来
調
査
が
す
す
め

ば
,
撃
品
川
蛾
に
格
下
げ
に
な
る
種
が
出
て
-
る
可

能
性
の
あ
る
も
の
が
含
ま
れ
て
い
る
｡

高
山
帯
で
採
集
さ
れ
る
蛾
が
す
べ
て
南
山
城
で
居

な
い
｡
本
州
中
部
の
蕎
両
帝
で
採
集
詳
録
の
あ
る
蛾

の
種
類
数
は
､
ヤ
ガ
科
に
属
す
る
も
の
た
け
で
ぎ
っ

と
一
二
〇
種
で
あ
る
｡
こ
の
う
ち
純
高
向
蛾
は
‥
五

%
で
'
残
り
け
好
高
向
蛾
と
偶
雁
高
向
蛾
で
あ
る
.

(
豊
科
高
等
宰
校
)
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･-一十〇ザ
霞鷺洋一'

鯖請檀ど山

雪

　

と

　

山

　

村

　

用

-
長
野
県
北
安
曇
郡
小
谷
村
の
場
合
-

一
､
冬
の
気
象

万

o

あ

写

た

び

｢
岳
に
七
度
雪
が
降
る
と
､
里
に
も
-
る
｡
｣
姫

川
に
添
っ
た
小
谷
で
も
奥
山
に
七
度
目
の
雪
が
-
る

十
一
月
の
中
､
下
旬
頃
に
は
雪
が
降
り
へ
　
翌
年
の
五

月
頃
ま
で
､
そ
こ
こ
こ
に
雪
が
残
っ
て
い
る
｡
小
谷
､

四
ケ
圧
の
気
候
は
裏
日
本
型
で
､
一
･
二
月
の
曇
天

平
均
は
'
一
五
～
二
〇
日
で
､
快
晴
の
日
は
四
､
五

日
に
過
ぎ
を
い
｡
し
か
も
一
月
の
降
雪
日
数
庄
一
一
十

三
日
西
部
山
地
や
北
陸
地
方
と
同
じ
で
､
積
雪
量
が

多
い
｡
降
水
量
は
年
平
均
二
､
0
0
0
%
を
越
え
る

が
､
冬
季
に
著
し
い
｡
降
水
日
数
一
九
二
日
'
積
雪

日
数
一
〇
六
日
､
根
雪
期
間
八
四
日
､
最
深
積
雪
二

四
七
側
'
こ
の
統
計
は
一
九
一
〇
年
か
ら
四
〇
年
間

の
南
小
谷
付
近
の
平
均
値
で
あ
る
｡

一
～
二
月
の
降
雪
の
最
盛
期
に
な
る
と
､
電
話
線

の
柱
の
頭
だ
け
が
見
え
る
三
-
四
m
の
積
雪
に
達
す

る
処
も
あ
る
｡
然
し
峠
や
尾
根
な
ど
を
除
い
て
は
村

の
中
に
吹
溜
り
を
つ
-
る
事
が
少
を
い
｡
雪
は
舞
う

と
か
降
る
と
い
う
感
じ
で
な
-
'
大
粒
を
ボ
タ
雪
が

青

　

木

　

　

治

落
ち
て
く
る
と
い
っ
た
方
が
よ
い
｡
一
夜
の
-
ち
に

一
m
余
も
積
る
の
は
珍
ら
し
-
会
い
｡
冬
の
北
風
は

姫
川
谷
口
よ
り
雪
を
運
ん
で
-
る
が
'
書
け
い
ち
早

-
､
こ
の
谷
口
か
ら
暖
気
が
流
れ
込
む
の
で
､
積
雪

丑
の
多
い
割
に
根
雪
期
間
が
短
い
｡
南
小
谷
で
の
年

平
均
気
温
は
C
二
･
三
度
で
大
町
や
白
馬
よ
り
一

-
二
度
位
高
い
｡
し
か
も
雪
の
下
の
温
度
は
c
o
度

で
あ
る
の
で
､
外
気
よ
り
暖
か
-
温
度
の
変
化
が
少

な
い
の
で
､
野
菜
の
貯
蔵
に
も
役
に
立
っ
て
い
る
し
'

山
野
に
は
椿
も
自
生
し
て
い
る
｡

湿
っ
た
雪
の
上
に
､
時
々
の
寒
気
で
軽
い
新
雪
が

積
る
と
､
ワ
ボ
(
表
層
を
だ
れ
)
が
起
き
る
｡
三
月

に
な
る
と
積
っ
た
雪
が
し
ま
っ
て
く
る
｡
降
る
量
も

減
る
し
､
ザ
ラ
メ
雪
と
在
り
堅
-
な
る
の
で
､
交
通

も
億
に
な
り
､
道
路
や
山
野
に
も
構
引
の
活
動
が
初

ま
る
｡

二
､
雪
と
家
屋

小
谷
の
家
の
殆
ん
ど
は
茅
葺
か
､
一
部
に
板
葺
の

置
石
屋
根
も
見
ら
れ
た
｡
今
の
屋
根
聾
の
材
料
は
､

カ
ラ
ー
ト
タ
ン
板
葺
が

多
く
､
し
か
も
古
い
茅

葺
､
板
葺
屋
根
の
上
に

ト
タ
ン
板
を
の
せ
葺
-

家
が
多
い
｡

古
い
民
家
の
桂
は
太

-

(

約

脚

角

)

､

長

さ

も
六
m
へ
堅
い
棒
材
が

多
い
｡
ほ
か
に
杉
材
も

用
い
ら
れ
､
桁
･
鴨
居

も
巾
が
広
-
､
厚
い
材

料
を
使
っ
て
い
る
｡
屋

根
裏
に
は
前
後
左
右
に

太
い
曲
っ
た
独
得
の
梁

が
渡
さ
れ
て
い
る
｡
こ

れ
を
上
り
が
ま
の
梁
(
豪
雪
に
よ
っ
て
､
こ
の
地
に

豊
富
に
育
つ
杉
の
幼
木
の
根
元
は
､
雪
で
押
曲
げ
ら

れ
な
が
ら
､
ぐ
ん
ぐ
ん
育
つ
､
こ
の
太
く
大
き
く
育

っ
た
根
元
の
曲
り
を
利
用
し
た
梁
)
　
と
呼
ぶ
｡
今
の

建
築
は
曲
っ
た
根
元
は
切
捨
て
ゝ
し
ま
う
が
へ
先
人

達
は
こ
の
曲
り
(
サ
ル
ノ
ポ
リ
)
を
住
宅
建
築
に
活

用
し
た
｡
ま
た
丸
木
の
さ
す
組
の
屋
根
裏
の
組
立
材

に
も
用
い
調
和
さ
せ
､
円
や
か
な
味
と
強
靭
さ
と
､

堅
固
を
素
に
し
て
い
た
｡

こ
れ
は
上
か
ら
の
豪
雪
の
圧
力
に
た
え
る
た
め
の

建
築
で
あ
る
｡

家
の
外
壁
に
は
'
雪
を
防
ぐ
た
め
シ
タ
ミ
板
を
取

付
け
で
あ
る
｡
昔
は
豊
富
に
取
れ
る
杉
皮
や
茅
で
あ

ひ

さ

i

し

っ
た
と
い
う
｡
正
面
の
出
入
口
は
ト
ン
ボ
庇
と
呼
ぶ

二
m
は
ど
玄
関
横
に
突
出
し
て
い
る
｡
雪
の
中
か
ら

ト
ン
ボ
に
入
り
､
雪
を
払
い
'
奥
の
土
間
の
壁
に
糞

笠
を
掛
け
大
戸
か
ら
中
に
入
る
｡
農
具
な
ど
も
掛
け

て
あ
る
｡

.
一
月
に
入
る
と
母
屋
も
物
置
も
茅
の
束
を
並
べ

た
り
､
稲
藁
を
掛
け
た
り
し
て
､
壁
を
雪
か
ら
守
る
｡

採
光
用
の
表
の
縁
側
(
ガ
ン
ゲ
)
　
に
も
'
雪
除
け
の

シ
タ
ミ
板
を
取
り
つ
け
る
の
で
､
家
は
暗
-
な
る
｡

雪
下
し
を
す
る
と
､
窓
ま
で
埋
ま
る
の
で
､
一
層
暗

く

な

る

o

屋
根
の
雪
下
ろ
し
は
､
多
い
年
は
年
三
回
す
る
｡

用
具
は
軽
い
イ
タ
ヤ
材
で
つ
-
っ
た
コ
ノ
バ
を
倣
う
｡

雪
下
ろ
-
は
､
板
屋
根
庇
は
普
通
の
コ
ッ
パ
を
使

い
屋
根
先
か
ら
落
し
は
じ
め
て
'
棟
が
後
に
去
る
が
'

茅
屋
根
は
棟
か
ら
落
し
始
め
て
､
下
へ
進
む
｡
急
傾

斜
な
の
で
､
麻
縄
で
休
を
､
ぐ
し
に
縛
り
着
け
､
璃

･
●
▲柄

の
コ
ッ
パ
で
雪
を
突
-
よ
う
に
落
す
｡

雪
の
降
り
初
め
や
'
早
春
の
頃
は
､
下
の
雪
が
解

け
て
凍
っ
た
士
に
､
ど
か
雪
が
-
る
と
､
｢
雪
が
の

る
｣
と
い
っ
て
､
大
雪
が
屋
根
か
ら
勢
い
よ
-
､
滑

り
落
ち
'
茅
屋
根
の
茅
を
む
し
り
取
る
こ
と
も
あ
る
｡

三
､
雪
具
と
雪
中
の
仕
事

雪
踏
み
､
山
仕
事
､
猟
､
野
良
仕
事
等
雪
中
の
仕

事
も
多
い
し
､
大
雪
の
場
所
を
の
で
､
雪
具
も
工
夫

が
こ
ら
さ
れ
て
い
る
｡
足
に
は
藁
靴
の
ス
ッ
ペ
ン
シ

ョ
ウ
∴
ン
ヨ
ボ
ケ
･
ゴ
ン
ゾ
等
を
履
き
､
ま
た
は
ば

き
も
付
け
る
｡
頭
か
ら
は
子
供
は
三
九
即
､
大
人
は

ス
ッ
コ
　
(
藁
の
三
九
郎
)
　
か
毛
布
を
被
る
｡
ま
た
サ

ン
メ
笠
(
菅
笠
)
　
に
蓑
の
姿
も
多
い
｡
費
は
こ
の
土

地
の
山
葡
萄
の
木
の
皮
で
作
る
赤
裳
と
'
シ
ナ
の
皮

の
シ
ナ
蓑
と
､
ミ
ゴ
で
作
っ
た
藁
蓑
が
あ
る
｡

新
雪
や
深
雪
の
処
に
出
掛
け
る
に
は
､
根
曲
竹
を

曲
げ
て
､
シ
ナ
縄
の
如
き
丈
夫
な
縄
で
維
ん
で
作
ら

れ
る
ス
カ
リ
と
称
す
る
大
型
と
普
通
型
の
輪
カ
ン
ジ

キ
と
､
輪
は
木
製
で
､
二
本
の
爪
を
持
つ
､
楕
円
形

の
爪
カ
ン
ジ
キ
(
ピ
ッ
カ
シ
ソ
キ
)
が
あ
る
｡

｢
ス
カ
リ
を
引
く
｣
と
云
う
言
葉
が
あ
る
が
､
大

型
の
ス
カ
リ
に
普
通
の
輪
カ
ン
ジ
キ
を
重
ね
て
履
き
､

縄
を
付
け
て
'
手
で
交
互
に
引
上
げ
て
歩
く
､
そ
の

雪
跡
は
村
人
の
も
の
は
､
一
直
線
で
上
手
に
歩
い
て

い
る
｡一

夜
に
一
m
余
も
降
る
と
､
ス
カ
リ
を
足
に
つ
け

た
雪
踏
み
が
始
ま
る
｡
二
人
以
上
で
組
を
つ
く
り

当
番
が
家
か
ら
家
へ
'
部
落
か
ら
部
落
へ
と
雪
を
踏

み
､
道
を
あ
け
る
｡
中
々
の
重
労
働
で
あ
る
｡

三
月
が
来
る
と
雪
も
ザ
ラ
メ
雪
に
在
り
締
っ
て
-

る
の
で
橿
引
が
始
ま
る
｡

薪
炭
材
は
一
･
八
m
　
(
六
尺
)
　
に
玉
切
り
に
-
'

一
本
橋
で
運
ぶ
が
､
用
材
は
二
-
三
人
で
組
を
つ
-

り
､
一
本
横
に
十
三
尺
も
の
は
〇
･
四
品
'
七
尺
も

の
は
一
･
〇
八
.
m
を
乗
せ
､
一
人
の
運
転
手
で
山
の

急
傾
斜
の
雪
上
を
巧
み
に
､
土
塀
か
林
道
ま
で
下
ろ

す
｡

こ
の
時
期
の
女
衆
の
野
良
仕
事
に
､
厩
肥
運
び
が

あ
る
｡
一
面
は
一
-
二
m
の
堅
い
残
雪
､
道
も
田
畑

も
明
瞭
で
左
い
｡
厩
肥
を
標
に
の
せ
て
'
田
圃
に
運

ん
で
畦
に
添
っ
て
置
く
､
自
家
よ
り
高
い
田
畑
に
は
､

シ
ョ
イ
ヨ
ッ
コ
　
(
背
負
春
)
　
で
滑
る
雪
道
を
静
か
に

背
負
上
げ
る
｡
　
　
　
　
　
(
穂
高
町
教
育
委
員
長
)
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